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紅藻植物ナガオパネ Schimmelmannia

ρlumosα(SETCHELL) ABBOTT茨城県海岸に産す

中 庭 正 人事

M. NAKANIW A: Occurrence of Schimmelmanniaρlll1nosa (SETCHELL) 

ABBOTT in lbaraki Prefecture. 

ナガオパネ Schimmelmanniaplumosa (SETCHELL) ABBOTTはイトフノリ税

(Gloiosiphoniaceae) に属する濃い紫紅色の羽恨を思わせる美しい海藻である。この海藻

は， 1912年に SETCHELLにより， アメリカのCalifornia州の PacificGroveで採集した

標本を基準にし，新属新種の Baylasiaplumosa SETCHELLとして発表された種であっ

た。その後，額JI!T)， ABBO廿リの研究により，この藻はリュウモンソウ税(Dumontia

ceae)に属するものではなく，イトフノリ斜のSchimmelmannia属の 1種とすることが適

当であるとされ現在にいたっている。

私は，数年来茨域県産海藻のフロヲを調査しているが，ナガオパネを次の2地点で採

集するととができた。すなわち，目立市久慈浜(1968.3. 3)の久慈JIIJI旧附近(図1)

と，目立市河原子 (1969.2. 8)である。いずれも，波が直接あたって，しぶきが流れ落

ちる低瀬線付近の岩上に生育していた。乙れは，茨域県沿岸では初めての記録である。

日本およびその近海におけるこの海潔の分布についてみると，まず，岡村~)は江ノ島

で発見し， 1926年わが国で開催された太平洋学術会議の折に，来日された SETCHELLに

同定していただいて，この種にあてたと日本藻類図譜に報告している。 1936年の同博士的
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D日本海藻誌には産地として，江ノ島と因幡

東村の2ケ所があげられている。その後，瀬

JW)は伊宣大島と三宅島で採集し，広瀬2)は

兵庫県香住で採集し，千原(私信〉は伊豆半島

の須崎と吉佐美で採集したとのζとである。

なお最近韓国の KANG3)1)は， ζの海諜

を日本海のウツリョウ島で僅か数個体ではあ

るが採集したと報じている。

以上の乙とからもわかるように，日本近

海におけるナガオパネの生育の知られた地域

は極めて数が少ない。しかも，その生育地の

いずれもが，温情性海域である。今回私がナ

ガオパネを発見した目立市付近は，特に冬期

に寒流の影響を顕著に受ける地域であり，乙

の点興味ある新産地といえよう。

千原博士によると，ナガオパネの type

localityである PacificGroveは緯度の上で

は茨戚県と，ほぽ同じであり，またその地の

海況や海諜植生の様子は茨城県や東北三陵地

、It

， 

図1 ナガオパネ Sch抑制lmannia
ρlumosa (SETCHELL) ABBOγr 
(目立市久慈浜虚〉

， 

方のそれらと多少似ている点があるという。ナガオバネと同じように S;;:TCHELL博士に

より新種として記録された typelocalityを SanFranciscoにもつミチガエソウ (Pikea 

californica号ETCHELL) が目立付近や隣の福島県沿岸に多産する事実と相倹って，茨城

県におけるナガオパネの生育の発見は，海産植物の地理的分布を考える上で興味深い事実

を提供したものといえよう。なお，ナガオパネの生育は，藻体の発見された岩上に，翌年

再び，藻体を見る乙とはまずないという。しかも，今まで発見された藻体は配偶体のみで

あって，四分胞子体の生育は知られていない。今後の継続的観察により，乙の海藻の季節

的消長をはっきりさせたいと思う。

稿をまとめるにあたり，いろいろと教示下されたうえ，貴重な文献をいただき，本稿

をご校関下さった国立税学博物館の千原先雄博士，また常日頃ど指導をいただいている恩

師茨成大学教授佐藤正己博士に深謝する。なおナガオパネの標本の一部は，国立斜学博物

館および茨城大学におさめた。

Surnrnary 

In the course of my study on the marine flora of the coast of Ibaraki Prefecture， 

I have encounted a beautiful and rare red alga， Schimmelmannia plumosa(SETCHELL) 

ABBOTT， at two localities: Kujihama and Kawarago in Hitachi City. They were 
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discovered on rocks at the low('r intertidal zone exposed to surf wave. This is the 

first record of this alga from lbaraki Prefecture. It is interesting to note that this alga 

was found for the first time on the coast of lbaraki and adJacent regions. From the 

distributional point of view， the present alga is as noteworthy as Pikea californica. 
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隠岐諸島産クロキヅタ

CauleψαscalPelliformis var. denticulata 

の遊走細胞の放出孔形成について*

萩原 修**・広瀬弘幸料

O. HAGIHARA and H. HIROSE: On the Formation of the 

Liberation tube of Ca!tleゆascalpellグormisvar. 

d初ticulataof Oki Islands* 

イワヅタ属 Caul.erpaの配偶子が放出される際には， まず葉状体上に長い突起が形

成され，突起の頂端が関孔してそとから放出されるととは既に DOSTALl)2)がC.prolifera 

とC.ollivieriについて報じ，ついで SCHUSSNIG71的も C.prolφmの扇平部上に生す
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